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進
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
リ
ク

ル
ー
ト
が
主
催
す
る
「
わ
く
わ

く
ラ
イ
ブ
」
は
七
月
十
六
日
、

金
沢
市
の
石
川
県
産
業
展
示
館

四
号
館
で
開
催
さ
れ
、
金
沢
学

院
大
学
・
金
沢
学
院
短
期
大
学

も
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。 

 

様
々
な
学
問
や
仕
事
に
つ
い

て
直
接
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、

高
校
生
に
進
路
選
び
の
き
っ
か

け
を
み
つ
け
て
も
ら
う
イ
ベ
ン

ト
で
、
本
学
は
同
様
の
催
し
に

こ
れ
ま
で
十
二
回
出
展
し
て
い

ま
す
。 

 

本
学
の
ブ
ー
ス
に
は
地
元
の

高
校
を
中
心
に
四
十
人
が
訪

れ
、
来
年
度
開
設
を
予
定
し
て

い
る
経
営
情
報
学
部
の
新
三
学 

深
め
て
い
く
こ
と
が
自
分
自
身

の
能
力
を
高
め
る
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
先
輩
た
ち
か
ら
は
、

失
敗
談
も
交
え
て
、「
自
己
分
析

で
自
分
を
飾
っ
て
は
い
け
な

い
」「
会
社
訪
問
は
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
」「
就
職
試
験
を
受
け

る
会
社
の
こ
と
は
き
ち
ん
と
勉

強
し
て
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

特
に
石
川
県
内
で
は
、
車
や
住

宅
に
鍵
を
か
け
な
い
無
防
備 

な
人
が
多
い
こ
と
を
強
調
し
、

施
錠
の
徹
底
を
訴
え
ま
し
た
。 

と
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。 

 

田
賀
部
長
は
、
自
転
車
盗
、

ひ
っ
た
く
り
、
性
犯
罪
、
ス
ト

ー
カ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
犯
罪
、
車
上
狙
い
、
住
宅
侵

入
盗
な
ど
の
最
近
の
具
体
的
な

被
害
を
例
に
挙
げ
て
、
身
を
守

る
方
法
を
伝
授
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
プ
レ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
た
め
に
」
は
七
月
十

九
日
、四
号
館
講
堂
で
行
わ
れ
、

石
川
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部

長
の
田
賀
勝
警
視
＝
写
真
下
＝

が
、
犯
罪
被
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
に
日
ご
ろ
注
意
す
べ
き
こ 

科
の
説
明
を
聞
き
、
短
大
食
物

栄
養
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

栄
養
士
資
格
な
ど
に
つ
い
て
、

熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。 

 

今
春
の
卒
業
生
を
迎
え
て
開
か
れ
た
就
職
教
育 

講
座
「
先
輩
に
聴
く
」
＝
４
号
館
講
堂 

 

車
や
家
の
施
錠
し
っ
か
り 

石
川
県
警 

田
賀
部
長
が
短
大
で
講
演 興味わく分野 見極めて 

 

金
沢
学
院
大
学
就
職
委
員
会
と
就
職
指
導
部
は
七
月
二
十
二

日
、
四
号
館
講
堂
で
就
職
教
育
講
座
「
先
輩
に
聴
く
」
を
開
き
、

在
学
生
約
二
百
七
十
人
が
、
卒
業
生
五
人
の
就
職
活
動
体
験
談
や

ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
卒
業
生
た
ち
は
「
企
業
説
明

会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自
己
分
析
に
よ
っ
て
、
自
分
は
ど
ん
な

分
野
に
興
味
が
わ
く
か
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
か
見
極
め
る
こ

と
が
大
切
だ
」
な
ど
と
助
言
し
ま
し
た
。 

企
業
説
明
会
に
積
極
参
加
を 

だ
け
に
や
り
が
い
が
あ
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。 
 

斎
藤
君
は
「
ど
こ
の
会
社
に

入
っ
て
も
苦
労
は
す
る
。
入
っ

た
以
上
は
腹
を
据
え
て
頑
張
る

こ
と
が
大
切
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
柏
さ
ん
は
、
配
属
一
カ
月

目
に
早
く
も
広
告
づ
く
り
を
担

当
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
、「
会
社
は
皆
さ
ん
の

才
能
の
芽
が
伸
び
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。 

 

藤
井
さ
ん
は
、
土
器
の
実
測

な
ど
現
在
の
業
務
を
説
明
し
、

「
大
学
時
代
に
も
っ
と
勉
強
し

て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
う
。

興
味
の
あ
る
分
野
を
ど
ん
ど
ん 

 
高校生に本学の教育内容を説明する職員 

社
員
と
、
単
に
労
務
を
提
供
す

る
だ
け
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
根
本

的
に
違
う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

中
田
さ
ん
は
、「
金
融
業
界
は
勉

強
の
連
続
で
厳
し
い
が
、
そ
れ 

 

本
学
ブ
ー
ス
で
も
熱
心
に 

リ
ク
ル
ー
ト
の
わ
く
わ
く
ラ
イ
ブ 

 

講
演
し
た
先
輩
は
、
い
ず
れ

も
平
成
十
六
年
度
の
卒
業
生

で
、
村
木
和
成
君（
大
戸
屋
野
々

市
店
、
文
学
部
）、
中
田
有
理
さ

ん
（
北
國
銀
行
、
経
営
情
報
学

部
）
、
斎
藤
大
義
君
（
グ
ロ
ー
バ

ル
金
沢
、
経
営
情
報
学
部
）
、
柏

旨
乃
さ
ん
（
北
國
新
聞
社
、
美

術
文
化
学
部
）
、
藤
井
恵
里
さ
ん

（
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
、
美
術
文
化
学
部
）
の
五
人
。 

 
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
先

に
就
職
し
た
村
木
君
は
、「
品
質

や
数
値
の
管
理
も
業
務
と
す
る 

学
院
大 

就
職
講
座
で
先
輩
が
助
言 

本
学
の
フ
ッ
ト
サ
ル
サ 

ー
ク
ル
が
リ
ー
グ
優
勝 

金
沢
学
院
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル

サ
ー
ク
ル
（
平
塚
俊
輔
代
表
）

は
三
月
か
ら
三
カ
月
間
行
わ
れ

た
Ｂ
Ｆ
Ｃ
い
し
か
わ
フ
ッ
ト
サ

ル
リ
ー
グ
戦
（
前
期
）
Ｆ
Ｏ
Ｏ

Ｔ
３
部
門
で
６
勝
１
敗
１
分
の

成
績
を
挙
げ
、
優
勝
し
ま
し
た
。

同
サ
ー
ク
ル
は
二
年
前
か
ら
本

格
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

29
日
に
東
高 

学
校
見
学
会 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
学
校
見

学
会
は
七
月
二
十
九
日
午
前
九

時
半
か
ら
、
金
沢
市
末
町
の
同

校
で
行
わ
れ
ま
す
。
学
校
紹
介
、

入
試
説
明
、
部
活
動
紹
介
と
演

技
披
露
が
あ
り
、
午
後
は
体
験

入
部
も
で
き
ま
す
。 

 

小
松
駅
、
北
星
、
中
海
、
緑
、

内
灘
、
森
本
、
高
松
の
各
中
学

校
か
ら
東
高
校
ま
で
送
迎
用
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。 


